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　長い間、社会のために貢献した皆さんに、心からお祝いを申し上げます。年齢は９月１日現在です。（掲
載データは、８月24日現在で、掲載を承諾した100歳以上の人を生年月日順に掲載しています）

問い合わせ　元気長寿課（☎402809）
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100歳のお誕生日
おめでとうございます

市長から表彰状が贈られました

木木
きむらき む ら
村村　　幸幸

ゆきえゆ き え
枝枝さんさん

（７（７月31日生まれ・藤岡）月31日生まれ・藤岡）

多野郡神流町と可燃ごみの処理に係る
事務の委託に関する協定を締結しました

　７月27日、多野郡神流町と市は「多野郡神流
町と藤岡市との間における可燃ごみの処理に係
る事務の委託に関する協定」を締結しました。
この協定の締結により、廃棄物処理に苦慮する
神流町のごみを市清掃センターで焼却処理する
ことが可能となります。今後も相互扶助・ごみ
処理の集約化に取り組んでいきます。
問い合わせ　清掃センター（☎㉓8305）
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市長
コラム 　先月９日、羽咋市との姉妹都市提携40周年を記念したｅスポーツ特別大会「藤岡×羽咋カッ

プ」が開催されました。提携当時には想像もしなかったｅスポーツを通じての新たな交流で
す。歓声と拍手に包まれ一体となった会場では、世代を超えたつながりが生まれ、遠く離れ
た両市が互いを身近に感じるなど、今後の交流の可能性を大きく広げました。もちろん、こ
れまで積み重ねてきた、現地を訪れ顔と顔を合わせる交流も大切です。今月には私も唐戸山
神事相撲で羽咋市を訪問するほか、羽咋市からも藤岡まつりへ物産展を出店いただき、市議
会議員の皆さんをお迎えします。先人たちが築き上げてきた交流の歴史に、新たなつながり
を加え育んでいくことで、両市の絆をより強固なものとし、次世代へとつないでいきます。

積み重ねてきた交流に新たなつながりを加え次世代へ


